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会長挨拶



「新しい公共について」　　　　　　　　ＮＰＯ法人北海道歩くスキー協会　　会長　　浜島　泉
　公共事業は地方公共団体や公的機関だけが執り行うという時代から、民間の発想により民間の資金で民間人
が動く公共事業が取り組まれるようになりました。新しい公共と言います。ボランティア活動、特に被災者支
援、要介護者支援、障害者支援などの福祉業務が、よく知られているところです。私たちの協会も民間の発想
によって、スポーツの普及、健康増進、環境保護を行うというボランティアです。
このような理念で活動するボランティアのほかに、行動では協働出来なくても、目標に共鳴、共感する方々
が、支援をしてくださることがあります。
　私達が公益行動の価値を提供し、経済的価値（寄付）を頂くという概念、これをクラウドファンディングと
言います。私達はスキー大会やハイキングの企画などで、スポーツの普及活動をしますが、その他に広報活動
を行い、事業の意義をお知らせするほか、皆さんから寄託されたお金を、どのように有意義に使用して、公共
に役立つことをしているか、さらに公明に処理しているかをお知らせします。その意味で、広報活動というの
は、事業の付けたりでなく、本質的な行動なのです。
　私たち、ＮＰＯ法人北海道歩くスキー協会は、事業活動だけで経営していくことはできませんし、普及のた
めには、この二本足の活動、「事業活動と広報活動」を不断に行っていくということを念頭に置く必要があり
ます。寄付をした方に還元出来る法的システムが整っていますので、その認証を得られるように手続きを取り
ます。詳しいことは、その時点でご説明します。
協会ニュース



「仮認定ＮＰＯ法人および認定ＮＰＯ法人の認証に向けて」　　　　　当協会　事務局長　清野　守
協会の目的に沿った活動を将来に亘って継続するため、新しい公共で述べられているクラウドファンディングを実現する第一段階である「仮認定ＮＰＯ法人」の認証を目指し、課題の達成に取り組んでまいります。
	平成２４年度改正認定基準（９項目。７，９項目目は該当せず省略）
	当協会の状況と課題（未達）

	①　ＰＳＴ（パブリックサポートテスト）の基準を満たしている。
　　※は札幌市の条例個別指定制度に基づくＰＳＴ基準。　　
	未達：寄付が事業規模の２０％以上、若
しくは※３,０００円ｘ５０人以上。

	②　共益的な事業活動の割合が５０％未満である
	達成

	③　運営組織及び経理が適切である
	達成（留意事項：事業費の明細化）

	④　事業活動の内容が適切である
	達成

	⑤　情報公開を適切に行っている
	達成（公益事業貢献、事業費明細化）

	⑥　所管庁に対して事業報告書を提出している
	達成

	⑧　設立の日から１年を超える期間が経過している
	設立：5年目（ H20/12/18事業開始）


　当協会は仮認定条件である設立５年以内に該当し、現在①ＰＳＴ基準は未達だが、仮認定は可能。仮認定の有効期間は３年間
で、その間に①ＰＳＴ基準の達成が必要。但し仮認定は１回限り。仮認定されると寄付者の税制優遇措置が適用される。
協会ニュース



●平成２６年度　夏季行事
平成２６年度　通常総会及び懇親会が下記の通り行われました。
１．日　時　：　平成２６年６月２２日（日）
２．場　所　：　アサヒビール園　ピルゼン館
３．議　題
　　第１議題　平成２５年度　会務運営報告について
　　第２議題　平成２５年度　事業報告について
　　第３議題　平成２５年度　決算報告について
　　第４議題　平成２５年度　監査報告について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　第５議題　平成２６年度　会務方針（案）について
　　　　　　（特別決議及び道民へのメッセージの提案を含む）　　　　　　　
　　第６議題　平成２６年度　事業計画（案）について
　　第７議題　平成２６年度　予算（案）について
４．備　考　：　上記議題について、執行部原案どおり可決されました。
　　        ○　会長から、組織の充実、スポーツ安全保険について、ならびに協会４０周年記念事業に
ついての話がありました。
５．夏季行事及び協力事業
　（１）　平成２６年　７月１３日（日）夏の札幌・豊平区ウォークとアサヒビール工場見学
　（２）　平成２６年　８月３１日（日）２０１４北海道マラソンボランティア支援
　（３）　平成２６年　９月１５日（祝）２０１４ツールド北海道（市民ステージ）支援
　（４）　平成２６年１０月２６日（日）小樽自然歩道トレッキング（穴滝～遠藤山～天狗山）
（５）　平成２６年１１月　９日（日）環境保護講座
　（６）　平成２６年１１月２９日（土）北海道歩くスキー協会創立４０周年記念祝賀会
　　　○　冬季の協会行事については冬季集会時に発表します。
６．懇親会及び距離認定表彰式
　　１，０００ｋｍ　達成者　大平　信貴様　（平成２３年入会者、３年で１，６９８ｋｍ）
　おめでとうございます。
　　また、恒例の平成２５年度事業に関するスライドページェントが行われ、好評を博しました。
７．新入正会員
新たに平成２６年度正会員として一名の方が加入しました。大いにご活躍ください。

○懇親会では一般会員の方と正会員の方が楽しく語らいましたが、その席上、傘　寿（さんじゅ）会
（８０才代）の会員の皆様６名がスポーツで鍛えた壮健な姿と意気軒昂なところを見せてくれました。

[image: http://www10.ocn.ne.jp/~arukuski/26sokai3.JPG][image: http://www10.ocn.ne.jp/~arukuski/26sokai2.JPG]




　　　　　　　　　　　　　　　　（一般会員の皆様）
[image: http://www10.ocn.ne.jp/~arukuski/maruyama1.JPG]協会ニュース


（平成２５年度後期最終事業）
●円山・宮の森トレッキング　Ｈ２６/５/２５（日）参加人員：２８名
　　札幌５０峰の１つ円山（２２５，９ｍ）を巡るコースです。
円山バスターミナルを出発し、北海道神宮で参拝、荒井山スキー場を頂上まで登
り、大倉山シャンツエを見学したのち、芳賀スキーギャラリ―で北海道における　　（荒井山にて）
[image: http://www10.ocn.ne.jp/~arukuski/maruyama2.JPG]スキーの歴史について芳賀顧問から説明を受けました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
昼食後、円山へ動物園側から、子供達が家族連れで登山を楽しんでいる微笑ま
しい姿を眺めながら、天気の回復した頂上へ登り、札幌の中心街を一望しました。
またコースの道端や登山道の脇に点在する春の草花を、会長の興味深い説明と
共に皆さん大いに楽しまれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大倉山シャンッエにて）

●平成２６年度事業計画（前期概要）後期分は11月発行第5号広報誌に実施要領を掲載します。
	月日（曜日）
	事業名
	備考（詳しくは事務局にお尋ねください）

	（１）６/２２（日）
	通常総会・距離認定表彰式・会員親睦会
	アサヒビール園ピルゼン園
	実施済み

	（２）７/１３（日）
	夏の札幌・豊平区ウォーキングと
アサヒビール工場見学会①
	アサヒビール園ロイン亭で昼食
	実施済み

	（３）８/３１（日）
	2014北海道マラソンボランティア支援
	北海道大学構内
正会員及び一般会員：40名
	希望者に実施要綱配布予定

	（４）９/１５（祝）
	ツール・ド・北海道2014
	モエレ沼公園	
正会員及び一般会員：35名
	希望者に説明会開催日程を連絡予定	

	（５）１０/２６（日）
	小樽自然歩道トレッキング②
	貸切バス使用	
最少催行人員20名
	申込書発送：9/10
申込書締切：10/10

	（６）１１/９（日）
	環境保護講座③
	Ｌプラザ研修室・講師：札幌市環境アドバイサー	
	申込案内発送予定
（１ヵ月前）

	（７）１１/２９（土）
	創立４０周年記念祝賀会
	KKR札幌５Ｆ丹頂の間
記念祝賀会・懇親会
	開催要領の詳細を検討中



（平成２６年度夏季行事）
●夏の札幌・豊平区ウォーキングとアサヒビール園工場見学　Ｈ２６/７/１３(日）参加人員：２２名
豊平区役所が作成したウォーキングマップを参考にコースを設定、豊平公園あり、月寒神社の参拝
あり、郷土資料館では豊平区の開拓の歴史を学ぶなど、見どころの多いコースでした。
朝から夏の日差しが照りつけ暑かったのですが、涼しい風が吹いていたお蔭で、特に前半はアップダ
ウンが多いコースにもかかわらず快適なウオーキングとなり、疲れも程よいものでした。
　アサヒピール園では最新のビール作業工程を見学、お目当ての試飲も楽しみました。昼食はロイン亭でのバイキングで、今日のハイキングの話および協会行事への参加について話が尽きませんでした。
[image: http://www10.ocn.ne.jp/~arukuski/26woking2.JPG][image: http://www10.ocn.ne.jp/~arukuski/26woking1.JPG][image: http://www10.ocn.ne.jp/~arukuski/26waking4.JPG][image: http://www10.ocn.ne.jp/~arukuski/26woking5.JPG]


（木陰を歩く）　　　（立ち止まり説明中）　（豊平公園の池とカモ） （月寒神社で記念撮影）
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　　会員の広場

　
（会員の声）
　平成25年後期最終事業として「円山・宮の森トレッキング（平成２６年５月２５日（日））参加人員：28名」を、平成26年前期2番目の事業として「夏の札幌・豊平区ウォーキングとアサヒビール工場見学
（平成２６年７月１３日(日）)参加人員：22名」を行い多くの方が参加されました。
参加者の方から大変好評をいただき、札幌には各区の史料館など開拓時代や札幌の今を代表する史跡・名所が多く、また穴場的なところも多数あるので、毎年シリーズものとして企画してほしいという声が寄せられています。
事務局としても皆様の希望に応えるべく知恵を絞っていますが、今のところ来年５月に引き続き札幌５０峰トレッキングを、秋には自然歩道トレッキングを計画しています。多数の方の参加をいただくよう宜しくお願い致します。

（事務局からのお知らせ）
平成２６年度通常総会の席上で新たに制定したロゴマークを会員の皆様に披露しました。　　　　
新ロゴマークは平成２６年度各事業から「北海道歩くスキー協会」の大会旗などに使用します。
旧ロゴマークと新ロゴマークの違いは、一つはロゴ「ＨＯＫＫＡＩＤＯ　ＷＡＬＫＩＮＧ　ＳＫＩ
ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ」を「ＨＯＫＫＡＩＤＯ　ＡＲＵＫＵＳＫＩ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ」に
変更しました。二つ目は協会の発足年「ＳＩＮＣＥ１９７４」をロゴマークの中に収めました。
当協会副会長の力作です。皆様の一層のご愛顧をお願い致します。　　　　　　　　　　　　　
[image: ][image: ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（旧ロゴマーク）　　　　　　　　　　　　　　（新ロゴマーク）
[image: ]●はじめての人でも「歩くスキーを楽しめる本」
歩くスキーが初めての方用にわかりやすく解説している本です。
定価　８４０円　事務局に有ります。
（書店にはありません）

	
ＮＰＯ法人　北海道歩くスキー協会事務局
〒060-0063札幌市中央区南３西３丁目３－２第２田村ビル１Ｆ
ＴＥＬ，ＦＡＸ　（０１１）－２１９－１２０６
受付日 ： ４月～９月は月、火、金、土曜日
　　　　  １０月～３月は月、火、水、金、土曜日
受付時間：１０時３０分～１７時００分
ホームページ：http://www10.ocn.ne.jp/~arukuski/index.html
郵便為替、口座記号番号：０２７４０－８－１００３３５　北海道歩くスキー協会
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        ＮＰ Ｏ 法人   北海道歩くスキー協会 広報誌   （第４号）   平成２６年７月２６ 日  

もっとスポーツを！！ いつでも、どこでも、誰でもできる   歩くスキー   

    「新しい公共について」          ＮＰＯ法人北海道歩くスキー協会    会長    浜島   泉     公共事業は地方公共団体や公的機関だけが執り行うという時代から、民間の発想により民間の資金で民間人   が動く公共事業が取り組まれるようになりました。新しい公共と言います。ボランティア活動、特に被災者支   援、要介護者支援、障害者支援などの福祉業務が、よく知られているところです。私たちの協会も民間の発想   によって、スポーツの普及、健康増進、環境保護を行うというボランティアです。   このような理念で活動するボランティアのほかに、行動では協働出来なくても、目標に共鳴、共感する方々   が、支援をしてくださることがあります。     私達が公益行動の価値を提供し、経済的価値（寄付）を頂くという概念、これをクラウドファンディングと   言います。私達はスキー大会やハイキングの企画などで、スポーツの普及活動をしますが、その他に広報活動   を行い、事業の意義をお知らせするほか、皆さんから寄託されたお金を、どのように有意義に使用して、公共   に役立つことをしているか、さらに公明に処理しているかをお知らせします。その意味で、広報活動というの   は、事業の付けたりでなく、本質的な行動なのです。     私たち、ＮＰＯ法人北海道歩くスキー協会は、事業活動だけで経営していくことはできませんし、普及のた   めには、この二本足の活動 、 「事業活動と広報活動」を不断に行っていくということを念頭に置く必要があり   ます。寄付をした方に還元出来る法的システムが整っていますので、その認証を得られるように手続きを取り   ます。詳しいことは、その時点でご説明します。       「仮認定ＮＰＯ法人 および認定ＮＰＯ法人 の認証に向けて」        当協会   事務局長   清野   守   協会の目的に沿った活動を将来に亘って継続するため、新しい公共で述べられているクラウドファンディン グを実現する 第一段階である 「仮認定ＮＰＯ法人」の認証を目指し、課題の達成に取 り 組んで まいります 。  

平成２４年度改正認定基準（９項目 。 ７，９項目 目 は 該当せず省略 ）  当協会の状況と課題 （未達）  

①   ＰＳＴ（パブリックサポートテスト）の基準を満たしている。      ※は札幌市の条例個別指定制度に基づくＰＳＴ基準 。     未達 ： 寄付が事業規模の２０％以上、 若   しくは※ ３ , ０００円ｘ５０人以上。  

②   共益的な事業活動の割合が５０％未満である  達成  

③   運営組織及び経理が適切である  達成 （ 留意事項： 事業費の明細化）  

④   事業活動の内容が適切である  達成  

⑤   情報公開を適切に行っている  達成 （ 公益事業貢献、事業費明細化 ）  

⑥   所管庁に対して事業報告書を提出している  達成  

⑧   設立の日から１年を超える期間が経過している  設立： 5 年目 （   H20/12/18 事業開始 ）  

  当協会は 仮認定条件である 設立５年以内 に該当し、現在 ①ＰＳＴ基準は未達だが、仮認定は可能。 仮認定の 有効期間は３年間   で、その間に①ＰＳＴ基準 の 達成が必要。 但し 仮認定 は１ 回限 り 。仮認定されると寄付者の税制優遇措置が適用され る 。  
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